
◆ニックネーム・グループ名（人数）

520 1 人

タイトル 手話を身近に

活動実施日

20230804

解決したい地域の課題「現状」

目指す将来の姿「目標」

活動の内容

活動した成果・気づき

豊橋市高校生・大学生SDGsアクション

目指すSDGsゴール
１０　人や国の不平等をなくそ

う

聴覚障害の方達がどうしても大変な思いをする今の社会。筆談や、身振り手振りで表現をすることももちろん大変
ですが、時間がかかってしまいます。マスクをしているこのご時世、口を読むこともできないのです。

聴覚障害の方の全てが手話ができる訳ではありません。ただ、もしそのような人に出会った時、すっと手を差し伸
べてあげられる人になりたいです。何も聞こえない社会で、1人でも2人でも手話をしてくれる人が居たら、どれほ
ど安心するのでしょうか。将来、そんな素敵な方が沢山増えてくれたらいいなと思います。

まず始めに、SDGsと手話の関係性について調べました。SDGsのゴールである「4：質の高い教育をみんなに」の貢
献に繋がる、改正障害者基本法が2
011年に公布されたそうです。更に人々にとって手話が身近になるように、手話と指文字についてのまとめをし、
日常生活で使える手話を紹介するなど、簡単なレポートを作成しました。また実際に友人にレポートを見せ、その
場で手話を覚えてもらいました。

実際に友人に手話をやってもらいましたが、思ったより簡単で覚えやすい、と話していました。やはり、手話と聞
くと少し難しいイメージがあるようです。ただ、意味が分かれば簡単なものも多いので、まずは手話への意識から
変えていかなければいけないのかな、と思いました。
更に友人は、「聴覚障害の人と日常会話ができるようにしておきたい。」と、手話への興味を示してくれました。
活動の成果が出た気がして嬉しかったです。
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